
国際トレンディ

日本公認会計士協会（JICPA）及

び韓国公認会計士協会（KICPA）は

2014年11月27日に、第22回日韓定期

協議をJICPAにおいて開催した。日

韓定期協議は、毎年１回、交互に両

国の一方を訪問し、開催している。

今回は、KICPAから、Sung-won

Kang会長、Kyung-sikYoon副会長、

Yeong-kyunAhn副会長、Young-jin

Park副会長、Seong-yeopLee教育担

当エグゼクティブ・ディレクター及

びJung-wonYonn KICPA国際関係

チーム長が参加した。当協会からは、

森 公高会長、関根愛子副会長、海

野 正専務理事、染葉真史常務理事、

高橋秀法自主規制・業務本部長、篠

原 真主任研究員及び筆者らが出席

し、両国の情報交換及び意見交換を

行った。

開催にあたり、まず、当協会の森

会長より、今回の定期協議は22回目

となり、22年にわたって両会の直面

する課題等について協議を重ねてき

たことは非常に意義深く、今後も引

き続き、定期協議の開催を重ねてい

きたい旨、また、現在、安倍政権下

で進められている成長戦略に則り、

コーポレートガバナンスの強化、公

会計分野や中小企業の育成に関する

貢献をさらに進めていく必要があり、

様々な角度から検討が求められてい

ること等についての説明と挨拶があっ

た。

続いてKICPAのKang会長より、

両会や両国の会計業界を取り巻く環

境について、報酬の問題や規制の強

化などの状況がある一方で、これら

は公認会計士にとって新しい機会と

もなり得ること、特に、国境を越え

た取引の促進や企業内会計士（PAIB）

の拡大など、伝統的な公認会計士の

業務分野から新しい分野への拡大を

進めることで今後ますます発展する

ことができるのではないかと考えて

いる旨の発言があり、今回の定期協

議がこのような発展へ向けた貴重な

意見交換の機会となることを希望し

ている旨の挨拶があった。

以下に本定期協議の概要を報告す

る。なお、本報告では、KICPA側の

動向を中心に報告する。

� 規制改革の動向

① 非監査業務提供に対する制限の

拡大

2013年以降、会計法人による非監

査業務の提供に関する制限を拡大す

る法律に関する議論が韓国の国会で

続けられている。これは、非監査業

務の提供に関して、現状の制限の範

囲を拡大しようとするものである。

現行は、公認会計士（会計法人）が

監査証明業務契約を直接的に締結し

ている企業を対象として公認会計士

自身が記帳業務、財務諸表の調製、
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財務情報システムの構築や運営、内

部監査の実施等を提供することが禁

止されているが、現在の議論では、

公認会計士が、実質的に支配する子

会社等にも、非監査業務提供の禁止

範囲を拡大する提案や、禁止対象業

務を監査業務以外のすべての業務に

拡大する提案も含まれているとのこ

とであった。

この動きに対してKICPAでは、欧

州連合（EU）や米国の公開企業会

計監視委員会（PCAOB）における

議論の状況も踏まえて検討がなされ

るように働きかけをするとともに、

韓国国内の規制水準が、EUやPCAOB

における規制よりもより厳しい規制

になることがないように対応を検討

している旨報告があった。

② 監査事務所の強制ローテーション

韓国では、監査事務所の強制ロー

テーション制度が2006年に施行され、

その後３年実施された後、2009年に

廃止となっている。強制ローテーショ

ンに関しては、過度な競争、監査報

酬の引下げ、独立性の毀損や品質の

低下などが指摘されていたが、再導

入に向けた動きがあるとのことであっ

た。現在、ローテーション期間につ

いては、９年サイクル及び６年サイ

クルの２案が検討されているとのこ

とであったが、韓国政府としては監

査事務所の強制ローテーションには

懐疑的であった。KICPAでは、監査

法人の業務執行社員の交代によって、

監査人の独立性を確保することがで

きるのではないかとの対案を用意し

ているとのことであった。

� 監査報酬

韓国では、監査人間の過当競争や

監査人の被監査会社に対する発言力

の低下等によって監査報酬が年々下

がっており、対策を検討している旨

報告があった。例えば、過去10年間

の韓国における監査報酬の水準は、

１時間あたり80,000～90,000韓国ウォ

ン（１韓国ウォン≒0.11円、約8,600

円）の間で維持されており、大きな

変化はなく、この10年間の物価上昇

率も加味されていない状況であると

のことであった。特に、2011年に国

際財務報告基準（IFRS）が導入さ

れた際には、監査時間は約22％増加

した一方、監査報酬は約10％下落す

るなど、監査報酬をめぐる状況は悪

化しているとのことであった。

監査報酬の下落に関しては、外部

監査人の選任における競争入札の活

発化も影響しているとのことであっ

た。現在、監査人の契約期間（上場

会社は３年、非上場会社は１年）が

満了した後、外部監査人を競争入札

で選ぶ企業が増えており、これによ

り、監査報酬の引下げが進むような

悪循環が繰り返されているとのこと

であった。現状では、企業の85％は

監査人の交代は行わないが、これら

の企業の間でも、一部では、監査人

を交代する意思がないにもかかわら

ず、競争させて監査報酬を下げよう

とする動きも見受けられるとのこと

であった。

韓国では、監査人の独立性を担保

するという観点から、上場会社にお

ける監査人の契約期間が３年と定め

られたが、金融監督院が2012年に公

表した資料では、競争入札によって

監査人が交代する際、平均して約

8.2％監査報酬が引き下げられる傾

向にあるとのことであり、３年のサ

イクルで監査人が交代することによ

る影響を、今後、さらに検討する必

要があるのではないかと考えている

との報告があった。なお、韓国では

規制の対象となっている外部監査に

係る契約期間や報酬等といった内容

をすべて規制当局に報告する義務が

あるため、監査契約期間や報酬等と

いった情報が年度ごとに管理されて

いるとのことである。また、2014年

５月には、会計不正の可能性のある

企業の監査人の選任は政府が行うと

する監査人の強制指定制度が施行さ

れ、現時点では上場企業の中にも監

査人の強制指定が適用される企業も

あり、この際の監査報酬は、通常の

報酬の２倍程度となっているとの報

告もあった。

監査の品質を維持し、適切な監査

時間を確保しながら、いかに正当な

監査報酬を享受できることができる

かについて、KICPAでも、引き続き、

検討を進めているとのことであった。

� 日韓共同研究プロジェクトの提案

KICPAより、会計職業専門家をめ

ぐるグローバルな課題や、両国で直

面する様々な事項に対する対応の検

討、あるいは、両国の制度に関する

理解をさらに深めるため、日韓が共

同して研究を行うプロジェクトを始

動させることはできないかとの提案

があった。この共同研究プロジェク

トで取り扱うテーマは、両国の監査

制度や監査の品質管理を中心に、さ

らなる議論や調整を通じて定めてい

くこととし、今後、両国の制度に関

する理解をさらに深めていく中で、

１年半程度を目途に一定の成果がで

るように両国において共同研究プロ

ジェクトの実施について検討を進め

ることとなった。

� 韓国のその他の動向

① 統合報告

統合報告の導入については、世界

各国でも様々な取組みが進められて

いるが、 韓国でも一部の企業

（POSCO、SKTelecom、現代建設な
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ど）が自発的に統合報告を導入して

いるとのことであった。しかしなが

ら、まだ導入が十分に進んでいると

はいえない状況であるとのことから、

日本における状況や、JICPAにおけ

る取組みに関する資料に基づいて、

今後、さらに協議を深めていきたい

との提案があった。

② 非営利法人に対する監査

韓国では、2013年から私立大学や

国立大学などの学校法人に対する外

部監査が義務付けられているほか、

2015年１月以降は300世帯以上が入

居する大規模なマンションの管理組

合等に対する外部監査が義務付けら

れる予定となっている。さらに、地

方自治体などに対する外部監査の施

行も推進されているとのことであっ

た。このように外部監査の義務付け

範囲が拡大する中で、KICPAでは、

品質管理やピア・レビュー制度が他

国でどのように実施されているのか、

監査報告書や監査人に対する実態調

査、綱紀・懲戒に関する制度などに

ついての研究を進めているとのこと

であった。

③ KICPA創立60周年

KICPA創立60周年を祝して、2014

年12月11日に記念式典やシンポジウ

ムの開催が予定されており、その他、

記念イベントとして会員や会員家族

が参加するマラソン大会など様々な

イベントが企画されているとのこと

であった。JICPAからも森会長をは

じめ関係者が60周年記念式典に出席

することに対して、改めて謝辞が述

べられた。

④ KICPAにおける公益活動

KICPAでは、引き続き、公認会計

士による公益活動に対する関与を高

めていく方策を検討しており、その

一例として、国選税務代理人制度

（零細納税者が税務代理人を選任す

ることが難しい際に税務代理人の選

任を国が支援するという制度）や成

年後見人制度にも公認会計士が貢献

していくよう、会員に周知をしてい

るとのことであった。また、若い世

代に対する会計や金融に関する教育

の実施についても拡大しているとの

ことであった。

� 2015年CAPAソウル大会

2015年10月27日から29日に開催予

定となっているCAPAソウル大会

「アジア－グローバル会計プロフェッ

ションへの影響（Asia-Influencing

theGlobalAccountancyProfession）」

について、日本からは多くの登壇者・

参加者を期待していることや、日本

における広報活動について協力して

ほしいとの要請があった。

今後も、相互の信頼を土台に、実

際の事例の情報を交換することによっ

て、互いに学びあい、さらに緊密に

協力し、協同していくことが約され、

閉会となった。なお、2015年の日韓

定期協議はソウルで開催される予定

である。

（事務局 石井和敏・渡場友絵）
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